




























が 『新青年』 に載せられていたが、それはすべて 「試み」 の域を出ない
















































に 「看官」 （読者のみなさん） という呼びかけや作者の注釈が入ることもあれば、
欄外に誰の発言か分からない 「眉批」 が入ることもある。 （図 1-1，1-2） つまり






















































　アウエルバッハは、これを 「比喩形象的」 （figural） と呼んだ。言い換えれば、
「真理」 は神に属していたが、同時にわたしたちの身辺にあったのだ。そうし
た概念は日本や中国にもあった。日本の短歌における 「筑波の道」 「敷島の道」


















































































































































































































































合である。 （『片恋』 明治 29年所収）
（141）補説・文学に近代を感じるとき （千野）






















た。物語における 「語りの場」 と同じく、「歌う場」 とでもいうべきものが存
在していたわけである。それは、日本でも変わらない。冷泉家では、現在も

























白話詩 「朋友」 （『新青年』 第２巻 6期、1917年 2月） に、「此詩天憐為韻、還単為
韻、故用西詩寫法、高低一格以別之」 （この詩は、天と憐、還と単で韻を踏ん
でいる。西洋の詩の書き方を用いたので、一字分ずつ高低をつけて分けておい



















































と 「語り」 のリアリティー」 （『接続 2001』 p96-124、ひつじ書房、2001年 6月）、
および　「声・語りの場・リズム」 （『接続 2001』 p146-157、ひつじ書房 2001年 6
月）。「文学感到现代的瞬间——现代文学在中国的诞生」 （《丽娃河畔论文学》华东
ā范大学出版社 2006年，早稲田大学大学院文学研究科紀要第 51集人文篇第 2冊
2006 年 2 月） がある。また、文章の中で部分的に論じたものに 「わたしたちは
どこへ行くのか？」 （『「規範」 からの離脱』 p200-222、山川出版社、2006 年）、




























「光の射さぬ森」 の歩き方」 （『接続 2005』 p240-251、ひつじ書房、2005年 10月） 
の記述を援用した。
5）　さらに文末の 「～た」 「～である」 をめぐる問題があるが、これは第四の点に関
わるので、稿を改めて述べる。
6）　木之内誠氏の教示による。
